
～放水開始！～～放水開始！～
　６月19日、わんぱくアド　６月19日、わんぱくアド
ベンチャークラブ６月講座ベンチャークラブ６月講座
の「防災体験隊」が鶴居消の「防災体験隊」が鶴居消
防署で行われました。防署で行われました。
　参加した団員たちは、消　参加した団員たちは、消
防署員の手ほどきを受けな防署員の手ほどきを受けな
がら、普段なかなか体験でがら、普段なかなか体験で
きない活動から防災の大切きない活動から防災の大切
さを学びました。さを学びました。
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　前回は、なぜこの事業を行うのか、またどのような事業なのかについて説明しました。
　今回は、「光ブロードバンドサービス」の整備方針や内容等についてお伝えし、７月３日（土曜
日）に開催した住民説明会における質疑応答についても、併せてご紹介します。

　光ブロードバンドサービスについて
　鶴居村では、採算性の問題などにより、通信事業者による高速通信網の整備が見込めないことから、
公設民営方式により、村が村内全域に光ファイバー網の整備を行い、通信事業者に貸し出す事で、光ブ
ロードバンドサービスの利用環境を構築します。これにより、大都市と比較しても格差のない情報通信
環境が整います。
　以前にもお知らせしたとおり、現在の防災行政無線に代わる「ＩＰ告知端末」を使った放送システム
など、現在の行政サービスの中で情報化が可能なサービスを皆さんに提供しますが、それと同時に、光
ファイバーを使った各ご家庭などへの高速通信環境の提供も行われます。
　これは、「光ブロードバンドサービス」と呼ばれるものですが、その整備方針や内容等は次の図のと
おりです。

１．整備方針（全体）　　　　　　　　　　　　　　２．整備方針（宅内）

３．整備時期　　　　　　　　　　　　　　　 　　４．実施内容

５．利用料金（参考料金）
　光ブロードバンドサービスによるインターネット利用には、プロバイダ契約及びインターネットを利
用する端末が必要です。この場合、利用料金が発生しますが、次の金額が目安になります。（いずれも
フレッツ光ネクスト・ハイスピードファミリータイプの場合で税込みの金額）
　■初期費用
　　①契約料　８４０円　②工事費　２８，４５５円
　　＊一般的な工事の際に適用される金額であるため、工事内容によっては別途工事費が発生する場合もあります。
　　　＊現在お使いの加入電話を利用停止し、ひかり電話に同番移行で変更する場合は別途３,１５０円が必要です。

　■月額料金
　　①月額利用料　４，３０５円　　　　②屋内配線利用料　２１０円　
　　③回線終端装置利用料　９４５円　　④機器利用料（レンタルの場合発生します）
　　＊別途、プロバイダ契約及び月額利用料等が必要となります。

【お問合せ先】鶴居村役場産業課情報推進係（☎６４－２１１４）

鶴居村情報通信基盤施設整備について鶴居村情報通信基盤施設整備について

第３回

（行政サービス・光ブロードバンドサービス）（行政サービス・光ブロードバンドサービス）

特
集

行政サービス用の光ケーブルは、各ご家庭に１本づつ引き込
み行政サービスは送信します。
希望者は、インターネット用の光ケーブルを追加で（合計２本）
引き込みインターネットを利用します。

村で整備した設備を通信事業者（NTT 東日本）に貸し出すこ
とで、NTT 東日本が光ブロードバンドサービスを提供します。

鶴居村情報通信基盤整備事業のスケジュール（予定）
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７月３日（土曜日）に開催した住民説明会における質疑応答の内容７月３日（土曜日）に開催した住民説明会における質疑応答の内容

　質疑（Ｑ）及び応答（Ａ）の内容
Ｑ１．
　光ブロードバンドサービスの加入を予定している。
　今住んでいる家の配管が小さいため、行政サービス用と光ブロード
バンドサービス用の２本の光ケーブルを引き込むことが出来ないと考
えているが、そのような場合どのように対応するのか。
Ａ１．　基本的には電話用の配管を利用するが、配管が無いなど様々
なケースが考えられるため、工事前に工事業者が各ご家庭でのＩＰ告
知端末の設置場所等について打合せさせて頂く予定です。
　その際に換気扇やエアコン等の既存の開口部があればそこを利用することも可能と思いますが、端末の設置場所
によっては、壁に穴を開けさせて頂くこともあり得ます。

Ｑ２．
　光ブロードバンドサービスの利用を考えているが、行政サービスの工事と光ブロードバンドサービスの工事を同
時に実施してもらうこと可能か。
Ａ２．　それぞれのサービスの性質上、工事を同時に行うことは難しいが可能な限り調整していきたいと思います。
　理由としては、行政サービスは村内の全家庭への引込み線の工事を順次行って行きますが、光ブロードバンドサー
ビスは希望者により工事が行われるため、各個人ごとの希望日に工事が行われるためです。

Ｑ３．
　防災無線は、一方的に情報が来るだけであったが、今度のＩＰ告知放送システムは村内電話等も使えるようにな
ると聞いた。それでも行政サービスの料金は無料か。
Ａ３．　行政サービスは無料です。

Ｑ４．
　ＩＰ告知端末は、常に電源を入れておく必要があるのか。また、電気代はどのぐらいかかるのか。
Ａ４．　ＩＰ告知端末は、常に電源を入れてお使い頂くものです。電気代は、電話や情報の確認などで端末の利用
が多い方、一番利用する方でも２００円から３００円と開発業者から聞いています。

Ｑ５．
　以前、無線でインターネットを利用するような話も聞いていたが、光ケーブルになったということだが、劣化の
際に引き直しなどが大変だと思うが光ケーブルはどのぐらい持つものなのか。
　また、光ケーブル網は、役場の設備となると思うが運用・保守の費用は役場で出すのか。
Ａ５．　まず、無線装置の法定耐用年数は６年程度です。それに対し光ケーブルは１０年程度となります。実際には、
光ケーブル自体は１５年から２０年程度は持つと言われています。また、運用・保守については、今回役場と電気
通信事業者（NTT東日本）とで、IRU契約というものを締結します。これにより、役場の設備を通信事業者へ貸し出し、
電気通信事業者が運用・保守を行う形をとります。これにより貸出料を運用・保守料で相殺し運用面で軽減できる
よう考えています。完全に無料になることはありませんが、保守内容と料金を合わせて調整中です。

Ｑ６．
　ＩＰ告知端末が故障した場合、引き込んだ光ケーブルが切れた場合などそれぞれ、どこに問い合わせすればよい
か。
Ａ６．　現在、NTT東日本と保守契約に関する話を進めています。例えば、１１６番のように様々な問い合わせを一
括で出来ないかなどの話し合いを行っていく予定です。費用面にも影響するため、どのような運用になるか決まり
次第お伝えします。

Ｑ７．
　先日、地デジ対応のテレビに買い換えたが、冬は見えたが今は、映りにくくなってしまった。テレビを見るため
にインターネットを利用するには料金が高くて払えない。どうにかならないか。
Ａ７．　インターネットとは別に地デジの難視聴地域の解消については、情報通信基盤とは別に取り組みを行って
います。現在調査中に基づき対応を国と協議しています。

Ｑ８．
　光ブロードバンドサービスの料金は、工事費が、20,000円から30,000円で、月の利用料が5,000円から6,000
円となっているが、村内の利用者が少ないと料金が上がることがあるのか。
Ａ８．　光ブロードバンドサービスの料金は、利用者が少ないから高くなるということはありません。

（住民の皆さんからの要望）
　IP告知端末の取扱いついては、高齢者は特に機器の操作は不慣れなので、操作方法など村として十分な対応をお
願いしたい。
（村）
　了解いたしました。平成２３年度は各世帯に端末の設置工事に取りかかることから、特に高齢者の方にはご理解
いただけるよう、十分な対応をしていきたいと考えております。

住民説明会の様子
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31
回
目
を
迎
え
た
鶴
居
村
中
学
生
意
見
発
表
会
が

開
催
さ
れ
、
鶴
居
、
幌
呂
両
中
学
校
８
名
の
生
徒
に

よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
か
ら
寿
大
学
・
大
学
院
の
講
座

も
開
講
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
寿
大
学
・
大
学
院

の
学
生
や
両
中
学
校
生
徒
、
ま
た
来
場
し
た
父
母
が

見
守
る
中
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
中
学

生
ら
し
い
さ
わ
や
か
な
意
見
発
表
で
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、「
笑
顔
の
ゴ
ー
ル
」
と
題

し
発
表
を
行
っ
た
、
幌
呂
中
学
校
３
年
の
遠
藤
知
実

さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
幌
呂
中
学
校
が
３
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た

　

第
31
回
鶴
居
村
中
学
生
意
見
発
表
会
が
開
催
さ
れ
る

６
／
25

各賞を受賞した皆さん
（左から）優秀賞の幌呂中学校３年熊谷麗奈さ
ん、最優秀賞の幌呂中学校３年遠藤知実さん、
優秀賞の鶴居中学校３年阪本航大さん

　

札
幌
市
を
拠
点
に
、
北
海
道
に
根
ざ
し
た
プ
ロ
レ

ス
興
行
を
展
開
し
て
い
る
「
北
都
プ
ロ
レ
ス
」（
中

條
正
代
表
）の
チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会
が
総
合
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
プ
ロ
レ
ス
フ
ァ
ン

な
ど
、
大
勢
の
村
民
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
中
條
代
表
が
本
村
の
出
身
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
有
志
が
ク
レ
イ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
プ
ロ
レ

ス
実
行
委
員
会（
𠮷
田
保
博
委
員
長
）を
立
ち
上
げ
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
レ
ス
ラ
ー
と
ち
び
っ
子
と
の
対
戦
を
皮

切
り
に
、
シ
ン
グ
ル
マ
ッ
チ
や
時
間
無
制
限
の
バ
ト

ル
ロ
イ
ヤ
ル
な
ど
が
行
わ
れ
、
息
詰
ま
る
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
の
収
益
は
鶴
居
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
鶴
居
村
に
！

　

初
め
て
の
「
移
住
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施

　

村
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
村
へ
の
移

住
促
進
を
図
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
初
め
て
の

「
移
住
セ
ミ
ナ
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
村
で
は
下
幌
呂
夢
の
杜
団
地（
第

二
期
分
譲
地
）及
び
中
幌
呂
分
譲
地
の
販
売

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
販
売
促
進
と

村
へ
の
移
住
促
進
を
図
る
た
め
に
初
め
て
企

画
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
釧
路
市
内
か
ら
参
加
し
た
家
族

が
、
村
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
両

分
譲
地
を
見
学
し
、
午
後
か
ら
は
村
へ
移
住

し
た
村
民
た
ち
と
対
話
し
な
が
ら
、
村
で
の

子
育
て
や
暮
ら
し
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
質

問
を
し
て
い
ま
し
た
。

村での生活について、村民との対話
を行う参加者の皆さん

体
験
活
動
か
ら
防
災
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た

　

わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
６
月
講
座

６
／
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ペットボトル目がけ、消火器噴射！

　

鶴
居
消
防
署
を
会
場
に
、
わ
ん
ぱ
く
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
６
月
講
座
「
防
災
体
験

隊
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
31
名
の
団
員

た
ち
は
、
消
防
署
の
職
員
か
ら
手
ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
、
消
防
防
災
活
動
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
員
た
ち
は
、
消
防
隊
に
よ
る

消
火
活
動
訓
練
の
見
学
や
、
煙（
無
害
な
も
の
）

を
充
満
さ
せ
た
部
屋
に
入
り
、
視
界
の
悪
さ

や
煙
の
怖
さ
な
ど
を
身
を
も
っ
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
標
的
に
消
火
器

を
噴
射
し
た
り
、
防
火
服
を
着
用
し
て
の
放

水
な
ど
、
楽
し
い
活
動
の
中
か
ら
、
防
災
活

動
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

６
／
20
プ
ロ
レ
ス
興
行
に
大
興
奮
！

　
「
北
都
プ
ロ
レ
ス
」
ｉ
ｎ
鶴
居
村リ

ン
グ
上
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
レ
ス

ラ
ー
た
ち
（
中
央
は
レ
フ
ェ
リ
ー
を
務

め
た
ク
レ
イ
ン
中
條
（
中
條
正
）
さ
ん
）
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交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す

　

恒
例
の
「
つ
る
い
市
場
」
が
開
催

　

鶴
居
む
ら
づ
く
り
の
会　

緑
の
風
「
コ
ロ
コ
ニ
」
主
催

の
「
つ
る
い
市
場
」
が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

緑
の
風
「
コ
ロ
コ
ニ
」
は
、
村
に
住
む
す
べ
て
の
人
が

持
っ
て
い
る
環
境
や
趣
味
、
特
技
を
集
結
し
、
人
と
人
と

を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
り
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
と

と
も
に
社
会
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
事
業
の
中
で
も
「
つ
る
い
市
場
」
は
、

老
若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る
場
と
し
て
定
評
が
あ
り
ま

す
。

　

当
日
も
、
多
種
多
様
な
物
が
販
売
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
に
好
評
で
し
た
。

　

今
後
、
10
月
ま
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

浜
中
町
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
29
回
釧
路
支
庁
管
内
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
村
か
ら
は
、
鶴
居
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
代
表
と
し
て
、
下
幌

呂
、
支
雪
裡
及
び
鶴
居
の
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

３
チ
ー
ム
と
も
に
予
選
を
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
展
開
で
、
接
戦
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
支
雪
裡
、
鶴
居
両
チ
ー

ム
が
順
調
に
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
戦
で
は
、
こ
の
２
チ
ー
ム
に
よ
る
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
す
が
に
両
チ
ー
ム
共
、
決
勝
に
駒
を
進
め
た
だ
け
あ
っ
て
お
互
い
に
譲
ら
ず
、
接
戦
と
な

り
、
つ
い
に
11
対
10
の

僅
差
に
よ
り
支
雪
裡

チ
ー
ム
が
、
本
村
の

チ
ー
ム
と
し
て
は
平
成

４
年
の
上
幌
呂
チ
ー
ム

以
来
、
18
年
ぶ
り
の
優

勝
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。

多くの来場者で賑わう会場

７
／
６
強
豪
を
制
し
、
支
雪
裡
チ
ー
ム
が
優
勝
！

　

管
内
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

３歳児歯科表彰３歳児歯科表彰
　元気いっぱい！　元気いっぱい！
「虫歯のない子」を紹介します「虫歯のない子」を紹介します

６
月
６
月
2424
日
に
行
わ
れ
た
３
歳

日
に
行
わ
れ
た
３
歳

児
健
診
で
、
歯
科
表
彰
に
輝

児
健
診
で
、
歯
科
表
彰
に
輝

い
た
お
子
さ
ん
た
ち
で
す
。

い
た
お
子
さ
ん
た
ち
で
す
。

〜「
そ
ろ
ば
ん
大
会
」よ
り
〜

〜「
そ
ろ
ば
ん
大
会
」よ
り
〜

　

下
幌
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
講
さ
れ
て
い
る
「
そ
ろ
ば
ん
教
室
」
の
子
ど
も
た
ち

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
20
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
全
国
あ
ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
釧
路
地
区
大
会
と
７
月
11
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
第
52
回
全
釧
路
珠
算
競
技
大
会
に
お
い
て
、
村
内
の
子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

優　勝
支雪裡チーム

準優勝
鶴居チーム

○
第
52
回
全
釧
路
珠
算
競
技
大
会（
３
位
以
上
）

　

個
人
競
技
小
学
校
２
年
生
以
下
の
部　

２
位

　
　

幌
呂
小
学
校
２
年　

川
島　

徹
大 

君

　

団
体
競
技
中
学
校
の
部　

２
位

　
　

鶴
居
中
学
校
１
年　

甲
斐
あ
か
ね 

さ
ん

　
　

鶴
居
中
学
校
１
年　

阿
部　

千
夏 

さ
ん

　
　

鶴
居
中
学
校
１
年　

手
塚　
　

瞳 

さ
ん

　

読
上
算
の
部
小
学
校
２
年
生
以
下
の
部
２
位

　
　

幌
呂
小
学
校
２
年　

川
島　

徹
大 

君

　

出
場
し
た
子
ど
も
た
ち
の
ま
す
ま
す
の
頑
張

り
と
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

真剣にそろばんをはじく子どもたち
（全釧路珠算競技大会より）

伊藤仁菜ちゃん伊藤仁菜ちゃん
（鶴居市街）（鶴居市街）

伊豆原心暖ちゃん伊豆原心暖ちゃん
（鶴居市街）（鶴居市街）

○
全
国
あ
ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
釧
路
地
区
大
会

　

小
学
校
２
年
生
の
部　

１
位
・
金
賞

　
　

幌
呂
小
学
校　
　

川
島　

徹
大 

君

　

小
学
校
３
年
生
の
部　

銅
賞

　
　

下
幌
呂
小
学
校　

和
田　

夕
奈 

さ
ん

　

小
学
校
４
年
生
の
部　

２
位
・
銀
賞

　
　

幌
呂
小
学
校　
　

川
島　

珠
愛 

さ
ん

　

小
学
校
６
年
生
の
部　

銅
賞

　
　

下
幌
呂
小
学
校　

愛　
　

美
里 

さ
ん

　

中
学
校
１
年
生
の
部　

銅
賞

　
　

鶴
居
中
学
校　
　

甲
斐
あ
か
ね 

さ
ん

　
　

鶴
居
中
学
校　
　

阿
部　

千
夏 

さ
ん

　
　

鶴
居
中
学
校　
　

手
塚　
　

瞳 

さ
ん

　

こ
の
大
会
で
１
位
・
金
賞
を
受
賞
し
た
幌

呂
小
学
校
２
年
生
の
川
島
徹
大
君
は
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



２日（月）
　　水中ウォーキング教室
　　　１６：００～　村民プール
３日（火）

　　水中ウォーキング教室
　　　１６：００～　村民プール
５日（木）

　　第４回鶴居村議会臨時会
　　　１０：００～　議会議場
　　子宮がん・乳がん検診
　　　１０：３０～　釧路がん検診センター
８日（日）
　　「みーんな、あつまれ！ひろばの夏まつり」
　　　１１：００～　鶴居運動広場
１０日（火）
　　鶴居村戦没者追悼式
　　　１１：００～　忠魂碑前
１８日（水）
　　各小中学校始業式
　　　 ８：３０～　各小中学校
　　ＢＣＧ、３種混合、麻しん・風しん、２種
　　混合予防接種
　　　１５：００～　鶴居診療所
１９日（木）
　　『おひさま』（親の会）
　　　１０：００～　役場２階和室
２０日（金）
　　乳児健診
　　　１３：００～　総合センター
２２日（日）
　　つるい市場
　　　１０：００～　総合センター
２３日（月）（２５日まで）
　　ふるさと創生中学生派遣交流事業
　　　 ８：３０～　総合センター（出発式）
　　　　　　　　兵庫県市川町ほか
２４日（火）
　　子育て支援事業「あそびのひろば」
　　　１０：００～　ふるさと情報館
２６日（木）
　　赤ちゃんとふれあい体験学習
　　　 ９：３０～　鶴居中学校

※鶴居運動広場では毎週土日の午前１１時か
　ら「わくわくむらびとバザール」を開催中

８月の行事予定

議
会
事
務
局
の
紹
介

平成22年８月号　６

第
１
回
「
本
を
愛
す
る
大
人
た
ち

の
お
っ
せ
か
い
″
高
校
生
は
こ
れ

を
読
め
！
”」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

ふ
る
さ
と
情
報
館
図
書
室
で
は
、「
高
校

生
に
読
ま
せ
た
い
５
０
０
冊
」
の
本
の
リ
ス

ト
の
中
か
ら
、
図
書
室
に
所
蔵
す
る
図
書
を

展
示
し
、
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
北
海
道
書
店
商
業
組
合
と

北
海
道
内
の
公
共
図
書
館
が
協
力
し
て
行
う

初
め
て
の
フ
ェ
ア
で
、高
校
生
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
も
、
小
学
生
も
中
学
生
も
、
ぜ
ひ
本
を

手
に
と
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

期
間
は
８
月
30
日（
月
）ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
展
示
内
容
及
び
事
業
の
詳
細
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係（
ふ
る
さ
と
情

報
館
図
書
室 

☎
64
―
２
０
５
０
）

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
22
年
10
月
１
日
、
５
年
ぶ
り
と
な
る

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
及
び
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
が
本
格
的

な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初

の
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
・
世
帯

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
基
礎
資
料

と
な
る
も
の
で
す
。

　

調
査
結
果
は
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
で
使
わ
れ

る
ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
、
生
活
環

境
の
整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

振
興
課
企
画
係

　

☎
64
―
２
１
１
２

８
月
31
日（
火
）は
第
２
期
村
税
等

の
納
期
限
で
す

　

日
ご
ろ
か
ら
、
村
税
等
の
納
付
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

８
月
31
日（
火
）は
、
村
税
等
の
第
２
期
の

納
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
内
の

納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
納
付
に
つ

い
て
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
の
で
、
役
場
各
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
お
問
合
せ
・
ご
相
談
先
】

　

個
人
住
民
税
と
固
定
資
産
税
は
振
興
課
税

務
係（
☎
64
―
２
１
１
２
）、
国
民
健
康
保
険

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
介
護
保

険
料
は
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
と
同
課
介

護
保
険
係（
☎
64
―
２
１
１
３
）ま
で
、
お
問

合
せ
又
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
、役
場
各
課
・
室
の
紹
介
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
号
か
ら
は
役
場
各
課
・

室
と
同
様
に
、
村
政
の
運
営
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
組
織
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
議
会
事
務
局
で
す
。

　

議
会
事
務
局
は
、
鶴
居
村
議
会
に
関
す
る

庶
務
の
一
切
を
処
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
、
次
の
事
務
を
所
掌
し
て
い
ま
す
。

⑴　

庶
務
に
関
す
る
こ
と

　

文
書
、
公
印
の
管
理
、
議
員
の
身
分
、
報

酬
等
に
関
す
る
こ
と
、
議
長
会
に
関
す
る
こ

と
、
議
員
会
に
関
す
る
こ
と 

な
ど

⑵　

議
事
に
関
す
る
こ
と

　

本
会
議
に
関
す
る
こ
と
、
常
任
委
員
会
及

び
特
別
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
、
議
決
及
び

決
定
事
項
の
通
知
並
び
に
報
告
に
関
す
る
こ

と
、
会
議
録
に
関
す
る
こ
と 

な
ど

　

な
お
、
事
務
局
体
制
は
事
務
局
長
と
書
記

（
庶
務
係
長
）の
２
名
体
制
で
あ
り
、
監
査
委

員
に
関
す
る
事
務
も
所
掌
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
長　
　
　
　

岡　

田　
　
　

榮

　

書
記（
庶
務
係
長
）　

伊　

藤　

真　

弓議会事務局



７　平成22年８月号

各
種
学
校
の
学
生
募
集
等

に
つ
い
て

⑴
放
送
大
学

　

放
送
大
学
は
１
９
８
３
年（
昭

和
58
年
）に
設
立
さ
れ
て
以
来
、

こ
れ
ま
で
に
約
１
１
７
万
人
の
学

生
が
就
学
し
て
お
り
、
生
涯
学
習

の
中
枢
的
機
関
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
の
ご
請
求
は
、
放
送
大
学

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―

８
６
４
―
６
０
０
）ま
で

⑵
北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　

北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学
校

で
は
、「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
１
０
」
と
し
て
次
の
日
程
等

で
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

期
日　

平
成
22
年
８
月
28
日

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

　

会
場　

小
樽
市
銭
函
３
丁
目
１

　
　
　
　

９
０
番
地

　
　
　
　

（
☎
０
１
３
４
―
６
２

　
　
　
　
　

―
３
５
５
２
）

⑶
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い

者
の
方
々
の
入
校
前
適
性
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

　

期
間
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
（
☎
０
１
２
５
―
５
２
―
２

７
７
４
）

全
国
健
康
保
険
協
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

中
小
企
業
な
ど
で
働
く
方
や
そ

の
家
族
等
が
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
、
全
国
健
康
保
険
協
会（
協

会
け
ん
ぽ
）北
海
道
支
部
で
は
、

医
療
費
適
正
化
、
保
険
料
率
の
低

減
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
協
会
が
実
施
す
る
健
診
を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

勤
務
さ
れ
て
い
る
事
業
所
を
通

じ
て
、
並
び
に
ご
本
人
様
宛
に
既

に
ご
案
内
済
み
で
す
。

　

受
診
は
お
早
め
に
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
効
き
目
や
安
全
性

が
実
証
さ
れ
て
き
た
お
薬
と
同
等

と
認
め
ら
れ
た
安
価
な
お
薬
で
す
。

詳
し
く
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師

や
薬
局
の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

今
後
と
も
、
全
国
健
康
保
険
協

会
北
海
道
支
部
の
取
組
み
に
、
加

入
者
並
び
に
事
業
者
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（w

w
w
.kyoukaikenpo.or.jp

）

【
お
問
合
せ
先
】

　

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１
―
７
２
６
―
０
３
５
２

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
中
間
申
告
等
に
つ
い
て

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
21

年
分
の
確
定
消
費
税
額（
地
方
消

費
税
は
含
み
ま
せ
ん
）が
48
万
円

を
超
え
る
方
は
、
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
中
間
申
告
と
納
付
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
「
平
成
21
年
分
の
確
定
消

費
税
額
」
と
は
、
平
成
21
年
分
の

確
定
申
告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費

税
の
年
税
額（
申
告
書
⑨
欄
の
差

引
税
額
）を
い
い
、
期
限
後
申
告
、

修
正
申
告
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
確
定
し
た

消
費
税
の
年
税
額
を
い
い
ま
す
。

●
中
間
申
告
の
方
法

⑴
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

平
成
21
年
分
の
確
定
消
費
税
額
に

応
じ
て
行
う
方
法

⑵
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告

事
業
の
状
況
が
平
成
21
年
と
著
し

く
異
な
る
場
合
等
、
各
中
間
申
告

対
象
期
間
を
一
課
税
期
間
と
み
な

し
て
仮
決
算
を
行
い
、
中
間
申
告

を
行
う
方
法

　

な
お
、
中
間
申
告
及
び
消
費
税

等
の
納
付
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

　

☎
31
―
５
１
０
０

「
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
強
調
月
間
」
に
つ
い
て

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯

舞
諸
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び

択
捉
島
か
ら
な
る
北
方
四
島
の
早

期
返
還
実
現
は
、
道
民
は
も
と
よ

り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

が
始
ま
っ
て
か
ら
60
年
以
上
が
経

過
し
て
い
ま
す
が
、
領
土
返
還
へ

の
具
体
的
な
道
筋
が
見
え
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
外
交
交
渉
を
積
極
的
に
後

押
し
し
、
更
な
る
道
民
世
論
の
結

集
を
図
る
た
め
、
旧
ソ
連
が
日
本

に
対
し
て
宣
戦
を
布
告
し
、
北
方

領
土
問
題
が
発
端
し
た
月
で
あ
る

８
月
を
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
強
調
月
間
」
と
定
め
、
村
で
は

総
合
セ
ン
タ
ー
と
ふ
る
さ
と
情
報

館
に
「
北
方
領
土
返
還
要
求
署
名

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

鶴
居
村
役
場
総
務
課

　

☎
64
―
２
１
１
１

難
病
相
談
を
受
付
け
ま
す

　

難
病
患
者
ご
本
人
、
ご
家
族
の

悩
み
、
介
護
保
険
、
障
害
者
自
立

支
援
法
な
ど
の
相
談
に
電
話
に
て

応
じ
て
い
ま
す
。

⑴
受
付
日
時　

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日
ま
で
の

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

＊
来
所
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
難
病
連
釧
路
支
部

　

☎
25
―
２
０
１
２

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の

と
お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る「
休

日
公
証
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】８
月
22
日（
日
）10
時
〜
16
時

【
場
所
】釧
路
公
証
人
役
場　

釧
路

市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森

ビ
ル
１
階

【
相
談
内
容
】遺
言
・
相
続
・
任
意

後
見
・
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰

謝
料
・
財
産
分
与
等

【
相
談
方
法
】面
談
又
は
電
話

※
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

【
申
込
方
法
】面
談
に
よ
る
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
相
談
日
の

前
々
日（
８
月
20
日（
金
））ま
で

に
、
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
☎
25
―
１
３
６
５
）
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　６月２日に「鶴居村環境審議会」の第５回目の会議を開催しました。
　今回は、前回に引き続き、「環境基本計画」で実際に取り組んでいく主な取り組みの内容（後半）につ
いて、事務局で作成した案をもとに、追加や修正などを審議しました。

鶴居村環境審議会の開催報告
～その５～

委員のみなさんからあった、主な意見委員のみなさんからあった、主な意見

行政主体で行政主体で
行う内容が行う内容が
多かったこ多かったこ
とについてとについて

「検討します」という表現
は、なるべく利用しない
ようにするべき。村（役
場）主体で行う内容につい
ては「検討します」でも
やむを得ないものもある
が、必ずしも主体で行わ
なくて良いものもあるの
で、なるべく「～します」
というような、実効性を
感じる表現にしたい。

「計画推進の基本」として、「村民」「事業者」「行
政」「村外の人たち」の4者のパートナーシッ
プで進めていくことを示しているので、もっ
といろいろな主体で進める内容や、連携して
進めることが分かる表現で示した方がよい。

牧場看板やバス停も、看板をつくるだけでな
く、塗装しなおさなくてはならない。桜並木
も植えっぱなしではダメ。維持管理も大切。

来訪者と住民が作業を通じて環境
について学ぶ「グリーンツーリズ
ム」にも取り組めないか。例えば、
音羽橋の木を切る作業など、村外
の方にも
声をかけ
て、手伝
ってもら
えないか。来訪者の行動だけを規制するの

ではなく、来訪者も住民も、環
境保全に心かげていくような表
現にした方がよい。

看板については、目に余るも
のだけでも、遠慮していただ
けるようにしないと。非常識
なものについては、規制して
いくべき。

　第６回目では、全体の内容をもう一度
見直し、重点的に進める内容を審議して
いく予定です。

【お問合せ先】
　鶴居村役場総務課（☎64－2111）

「自然の番人」のステッカーは、個人で貼ることはできないか。
　　↑
自然の番人とは：釧路圏域に住む人が自ら「自然の番人」と
して不法投棄やポイ捨てに目を光らせ、釧路湿原国立公園、
阿寒国立公園、厚岸道立自然公園などの自然環境を守ろうと
いう取り組みです。現在は、この宣言の趣旨に賛同していた
だく団体・事業所を募集し、宣言者として認定しています。
鶴居村でも、４事業者が認定されています。
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　このほど、第 31 回鶴居村中学生意見発表会が開催されましたが、鶴居、幌呂両中学校から８名
の生徒が、日ごろ考えていることや将来の夢、またはメッセージなど様々な意見を発表し、同日聴
講した鶴居村寿大学・大学院の学生などに多くの感動を与えました。
　その中から、最優秀賞を受賞した鶴居村立幌呂中学校３年、遠藤知実さんの発表「笑顔のゴール」
を紹介します。

　笑顔のゴール
　　　　鶴居村立幌呂中学校３年　遠　藤　知　実　

　「先輩、ガンバです！ファイト！」
　声援の中ゴールした先輩とともに、私たちはお互いに汗や雨
に打たれてぐしゃぐしゃになった顔をほころばせて喜び合いま
した。私はこの、笑顔のゴールを忘れません。
　私の住んでいる鶴居村では毎年、村内駅伝大会が行われてい
ます。大会を見に行くといつも大人が走っていたので「子ども
は出場できないんだ。」と思っていましたが、中学に入って、
私たち中学生でも出場できることを知りました。興味を持った
私たちは、詳しい話を聞くために職員室に行きました。駅伝は
全部で７区あり、一番短い区間だと 2.7 キロ、私でも走れる距
離です。同じく話を聞いていた先輩たちはすでにやる気満々で、その場で出場することが決定してい
ました。私は「おもしろそうだな。」と思ったものの、走りきる自信がなかったので、補欠として参加
することにしました。
　ところが、次の日に一人、また次の日に一人と先輩方が用事で出られなくなり、とうとう私が走ら
なければならなくなってしまいました。
　「どうしよう。」
　あの時はその場の勢いで参加を決めたけれど、よく考えると私は足が遅いし、体力もないし、走る
のが苦手だった。このままではみんなの足を引っぱってしまう。
　「断ろうかな。」と思いながらも言い出せないまま、その日の放課後には練習がてらコースを走るこ
とになりました。
　「走れるかなぁ。」
　不安な気持ちで待っていた私の手に、友人からのたすきが渡されました。
　「頑張ってー。」
　友人の声を背に走り出したものの、明らかに遅い私。けれど、手にしたたすきにみんなの頑張りが
込められているかと思うとなんだか力が沸いてきたのです。
　一歩また一歩、足を踏み出すにつれ「本番でもみんなでつないだたすきを持って走りたい。」と思う
気持ちが高まって、私は苦手だからとか、足を引っぱるとか、そんな考えを全部吹き飛ばして挑戦し
てみたくなりました。
　駅伝当日は雨が降ったり止んだりの不安定な天候。開会式を終えバスで自分の区間へ向かっている
とき、第一走者が雷も鳴る豪雨の中走っていることを知りました。私は「大丈夫かな、頑張れ、頑張れ。」
と心の中で何度もつぶやいていました。
　運良く私が走る頃には空は晴れ、遠くに友人がたすきを持って走って来るのが見えました。私は緊
張した手に、汗と雨で湿ったたすきを握りしめると、ぐっと前を向いて走り出したのです。
　やがてアンカーの先輩が小さく見えてきました。私は最後の力を振り絞って先輩にたすきを渡すと
ともに、「頑張れー！」そう言って送り出しました。呼吸はあがり、足はガクガク。けれど私の心は、
たすきをつなげた達成感でいっぱいでした。
　走り終えた私は先にゴールに行って、アンカーが帰って来るのを待ちました。
　「頑張れー！。」「もう少しー！」
　先輩がゴールに近づくにつれ声援は増し、先輩がゴールに入ったときにはみんなで手を取って喜び
合ったのです。みんなの笑顔を見たとき「思い切って挑戦して本当に良かったなぁ。」と心から思うこ
とができました。
　私は駅伝に参加して、苦しくてもそれを乗り越えれば大きな喜びを得ることができると知りました。
　「いやだな。」と思うことがあったとき私はこの駅伝大会のことを思い出します。自分の目の前にあ
る問題は、私に渡された「たすき」です。あきらめずに走り抜けたらきっと、笑顔のゴールが待って
いるに違いありません。

第第３３１回鶴居村中学生意見発表会発表作品の紹介１回鶴居村中学生意見発表会発表作品の紹介
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「健康つるい２１」中間評価を行いました
　平成12年（2000年）4月より国では、健康を増進し発病を予防する一次予防を重視した21世
紀型の健康づくり運動「健康日本21」がスタートしました。
　これをうけ、村においても住民の健康実態に即した「健康つるい２１」を策定し、平成16年
4月から地域住民の健康増進に向けた取り組みを推進してきました。
　本調査は、計画策定から5年が経過し、当初の目標の妥当性や達成度についての評価と現在の
取組みの問題点、今後の対策のあり方等を検討することを目的に実施しました。

生活習慣調査の報告
＜調査対象＞
①平成21年度の生活習慣病健診受診者（20～39歳）
②平成21年度の特定健診受診者（鶴居村国民健康保険加入者40～74歳）
③がん検診受診者
④職域（鶴居村役場、消防、くしろ丹頂農協職員、佐々木建設等）
⑤乳児健診を受診した保護者
⑥無作為抽出（20歳から50歳代、男女）

＜調査数及び回収数（率）＞
 　調査数　802人　回収数　429人　　回収率53.49％
＜調査期間＞
　平成21年4月～8月
＜調査内容＞
・あなた自身について（属性）
・栄養と食生活について
・身体活動、運動について
・休養、心の健康づくりについて
・たばこについて
・アルコールについて
・歯の健康について
・糖尿病、循環器系の病気について
・鶴居村の「健康なまちづくり」について（自由記載）

※これらの調査結果については今後広報紙面において掲載していきます。※これらの調査結果については今後広報紙面において掲載していきます。

２年に１回、子宮がん・乳がん検診を受けましょう
　子宮がん検診は20歳以上の女性、乳がん検診が40歳以上の女性で、それぞれ偶数年齢の方が
対象となっています。また、昨年度未受診の方は奇数年齢の方も受けることができます。２年に
1回、無料で受けることができますので早期発見・早期治療のために受診しましょう。
　個別受診を予定されている方は、釧路がん検診センターの予約状況が混み合っておりますので、
お早めにがん検診センターへ予約することをお勧めします。　
　なお、個別受診では村が発行するがん検診受診券が必要となります。予約前に住民課健康推進
係保健師までお問い合わせください。

※女性特有のがん検診対象者の方へ：今年の5月に送付いたしました子宮がん検診・乳がん検診
の無料クーポン券は、Ｈ23年1月31日までの有効期限となっていますのでご注意ください。

住民課健康推進係保健師 ＴＥＬ６４－２１１３　釧路がん検診センター予約番号 ＴＥＬ３７－３３７０
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鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

みなくる図書室みなくる図書室
●開館時間●開館時間
　10：00～18：15　10：00～18：15
●休 館 日●休 館 日
　８月の休館日は、８月３１日（火）です。　８月の休館日は、８月３１日（火）です。
●貸し出し●貸し出し
　【本・雑誌・紙芝居】　【本・雑誌・紙芝居】
　２週間（１人５冊まで）　２週間（１人５冊まで）
　【ＣＤ・ＶＴＲ】　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～お知らせ～
○8月の休館日は、8月31日（火曜日）です。

おうちで給食ごはん
子どもがよろこぶ三つ星
レシピ63

　　　　北海道新聞社 編
　　　佐々木　十美 監修

　「全国食育都市ランキン
グ」１位の北海道置戸町の
給食レシピを大公開。ごは
ん、肉、魚、野菜料理の基
本から野菜嫌い攻略、愛
情たっぷりの親ごころメ
ニューまで、毎日の食卓に
すぐ役立つメニューを紹介
する。

いそがしいぞ
　はしれはしれ
まっかな ちっちゃい
きかんしゃの ぼうけん
ベネディクト･ブラスウェイト 作

青山　南 訳
　運転士が火室に火を、タ
ンクに水を入れると、まっ
かなちっちゃい機関車、準
備完了。ボイラーの水が熱
くなってきた…。沿線風景
はもちろん、機関車や駅舎
で働く人たちの様子を楽し
める絵本。男の子だけでは
なく、女の子も楽しめる大
人気シリーズ第７弾。

小暮写眞館
宮部　みゆき 著

　もう会えないなんて言う
なよ。あなたは思い出す。
どれだけ小説を求めていた
か…。小説史上最高に愛お
しいラストにあなたは何を
思う、誰を想う。物語のす
べてが詰まった700ペー
ジの宝箱。著者３年ぶりの
現代エンターテインメント
長編。

城と姫
泣ける！戦国秘話

楠戸　義昭 著
　
　悲壮な戦いの場となった
城には、心揺さぶるドラマ
が秘められている。夫や子
どものために、命を賭して
城に生きたヒロインたちの
素顔とは。歴史の表舞台に
現れない、戦国の女たち
37人の生き様とゆかりの
名城を描く。

初陣
隠蔽捜査3.5

今野　敏 著
　
　警視庁刑事部長・伊丹俊
太郎と大森署署長・竜崎伸
也。幼馴染みで同期のキャ
リア２人の絶妙のやりとり
が、難事件を解決に導く。
「隠蔽捜査」シリーズの舞
台裏が楽しめる、特別短編
８話収録。

帰天城の謎
ＴＲＩＣ 青春版

はやみね かおる 著
鶴田　謙二 絵

　
　女子中学生の山田奈緒子
と、日本一武者修行の旅を
している上田次郎。不思議
な縁で出会ったふたりは、
Ｎ県の村で奇妙な事件に巻
き込まれ…。
　人気ドラマ「ＴＲＩＣ 」
の世界を、はやみねかおる
がミステリー小説化。
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８月の

　

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま

し
た
心
温
ま
る
善
意
に
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
地
域
振
興
及
び
地
域
福
祉
等

に
関
す
る
事
業
の
た
め
に　

　

神
奈
川
県
横
浜
市

　
　

松 

井 

三 

二 

様

　
　
　

  

金
五
○
、
○
○
○
円

　

兵
庫
県
尼
崎
市

　
　

片 

淵 

常 

行 

様

　
　
　
　

金
五
○
、
○
○
○
円

●「夏の湿原 花ハイク」
【日　時】 ８月１日(日)
　　　　 午前10時から正午まで
【場　所】 温根内ビジターセンター
【参加料】 無料

●「ザリガニウォッチング」
【日　時】 ８月８日(日) 
　　　　 午前10時から正午まで
【場　所】 温根内ビジターセンター
【参加料】 無料

いずれもお申込みは温根内ビジター
センターへ(☎６５－２３２３）

鶴居消防署からのお願い
花火は楽しく、安全に遊びましょう！ 　タンチョウコミュニティでは、昨年

１２月から今年の３月にかけて「タン
チョウによる経済効果調査」を実施し
ましたが、その調査結果の報告会を開
催しますので、関心のある方はぜひご
参加ください。（無料）
日時　８月２２日（日）午後１時から４時
会場　役場２階会議室
内容　釧路公立大学小磯修二学長による基
　　　調講演及び経済効果調査の結果報告
【お問合せ先】タンチョウコミュニティ
　　　　　　☎６４－２４８２
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調査報告会に参加しませんか

　平成２３年度の釧路管内町村職員の採用資格試験を行います。
　この試験は、釧路管内町村の「一般事務職員」、「技術（土木・
建築）」の採用資格試験です。（鶴居村の採用予定は大卒・高卒
問わず一般事務職員２名の予定です）なお、試験区分などは次
のとおりです。
１．区　　分　大卒、高卒（短大・専門学校を含む）
２．受験資格　
　大卒　昭和５７年４月２日～平成元年４月１日に生まれた方
　高卒　昭和６２年４月２日～平成５年４月１日に生まれた方
３．試験方法
　⑴　第１次試験
　大卒　教養、 専門試験（土木・建築）、 適性試験及び論文試験
　高卒　教養、 専門試験（土木・建築）、 適性試験及び作文試験
４．試験期日及び会場
　平成２２年１０月３日（日曜日）　北海道釧路東高等学校
５．申込書の請求
　鶴居村役場総務課（☎６４－２１１１）又は釧路町村会（釧路総
合振興局内☎４３－０６４９）に請求してください。
６．申込期限及び申込先
　平成２２年８月２０日（金曜日）の午後５時までに、鶴居村
役場総務課又は釧路町村会へお申込みください。なお、郵送
の場合は８月２０日（金曜日）までの消印有効です。
　各町村の採用予定人数や第２次試験など、その他の詳細につ
いては、鶴居村役場総務課又は釧路町村会にお問合せください。

釧路管内町村職員採用資格試験の実施について（お知らせ）釧路管内町村職員採用資格試験の実施について（お知らせ）

　夏の風物詩「花火」。いよいよ子供たちにとって花火を楽
しむ季節となりました。しかし、花火は取り扱いを誤ると火
事や火傷などの事故につながりかねません。
　次のことに注意し、火災や火傷などの事故が起こらないよ
うにしましょう。
①気象条件を考え、風の強いときは花火をしない
②燃えやすいものがなく、広くて安全な場所を選ぶ
③子どもだけではなく、大人と一緒に遊ぶ
④説明書をよく読み、注意事項を必ず守る
⑤水バケツを用意し、遊び終わった花火は必ず水につける
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鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
伊　藤　加　奈

身近な湿地に目をむけてみよう
　　～北海道ラムサールネットワーク総会の開催より～
　鶴居村で７月１０～１１日、北海道ラムサールネットワークの総会が開催され
ました。北海道ラムサールネットワークとは、道内のラムサール登録湿地に関係
する施設や団体が連携し、湿地の保全や普及啓発を進めるために結ばれたネット
ワークです。サンクチュアリは、タンチョウの生息地である湿原の保護活動を行っ
ているため、登録地の１つである釧路湿原の団体としてネットワークの一員になっ
ています。
　ラムサール条約の正式名称は「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に
関する条約」といい、湿地の保全と賢明な利用を目的としています。湿地は多様
な生き物のすみかとなっており、私たちには飲み水や食料などを提供し、水質の
浄化や洪水を防ぐなど、多くの恵みをもたらしてくれる環境です。
　湿地とは湿っている場所、水のある場所という意味で、湿原、川、湖のほかに
湧水が流れ込み水たまりとなった場所も湿地となります。さらに水田や農業用の
排水路、ため池といった人工的な環境も含まれます。つまり湿地は私たちの周り
の至るところにあるのです。日本では１９８０年に国内で初めて釧路湿原が登録され、
現在３７ヶ所の湿地が登録されて
います。そのうちの約３分の１に
あたる１２ヶ所が道内にあります。
　今年は総会にくわえて、セッ
ションやパネル展示、釧路湿原の
見学を行いました。セッションで
は、加入団体だけでなく、環境省
や北海道、湿地の研究者なども交
えて、各サイトで実施している外
来種対策や湿地環境の変化、普及
教育、今後の課題や次のラムサー
ル条約締約国会議への提案などに
ついて話し合いました。道内の登
録湿地を紹介したパネル展示は役
場のロビーで開催したので、ご覧
になった方もいらっしゃると思い
ます。翌日の釧路湿原の散策は、
「釧路湿原やちの会」のガイドの
もと、低層湿原や高層湿原が広が
る釧路湿原の特徴と植生について
学びました。
　鶴居村には、釧路湿原や湧水地
のほか、牧草地の明渠ではタンチョ
ウが冬に自然の餌を取る場所とし
て利用するなど、生き物にとって
重要な湿地があります。釧路湿原
がラムサール条約に登録されてか
らちょうど今年で３０周年。この
機会に、身近にある湿地にもう一
度目を向けてみたいと思います。

日野浦村長にご挨拶いただいた総会

道内のラムサール条約登録湿地

総合センターのロビーで行ったパネル展示
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※「赤丸」は、平成21年10月6日に新たに加盟した町村です。
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❶ 北海道　美瑛町［事務局］
❷ 北海道　赤井川村
❸ 山形県　大蔵村
❹ 岐阜県　白川村
❺ 長野県　大鹿村
❻ 徳島県　上勝町
❼ 熊本県　南小国町
❽ 宮崎県　高原町
❾ 長野県　木曽町開田高原
10 北海道　標津町
11 岐阜県下呂市　馬瀬
12 北海道　鶴居村
13 北海道　京極町
14 山形県　飯豊町
15 長野県　中川村
16 長野県　南木曽町
17 京都府　伊根町
18 高知県　馬路村

19 秋田県　小坂町
20 秋田県　東成瀬村
21 群馬県　昭和村
22 群馬県中之条町　伊参
23 山梨県　早川町
24 長野県　小川村
25 長野県　池田町
26 奈良県　曽爾村
27 島根県　海士町
28 岡山県　新庄村
29 愛媛県　上島町
30 福岡県　星野村
31 長崎県　小値賀町
32 宮崎県　綾町
33 鹿児島県　喜界町

「日本で最も美しい村」
連合加盟町村を
ご紹介します！

　６月下旬以降、ようやく気温も上昇し、遅れていた
牧草の収穫等、農作業にもよい時期となりましたが、
湿度の高さからか蒸し暑い日が続き、体調管理が難し
かったのではないでしょうか。
　７月下旬からは小・中学生や高校生が夏休みに入り、
また、お盆休みなどの休暇を利用して遠出をされるこ
とがあると思いますが、交通事故等には十分注意して
活動しましょう。
　短い鶴居の夏ですが、元気にお過ごしください。
　広報つるいへの地域の情報提供、お待ちしています。
（Ｋ）

■人口
総数 2,566 人
（前月比 ＋ 6人）
昨年同期は 2,566 人で、対前年
比較は±０人です。

男 1,279 人（前月比＋ 4人）
女 1,287 人（前月比＋ 2人）

■世帯数
 1,040 戸（前月比＋５戸）

㉓山梨県 早川町（はやかわちょう）

　早川町は、山梨県西部に位置し、北部・西部を
南アルプス（赤石山脈）、東部を櫛形山系、南部を
身延山地に囲まれた山間地域で、細長く、急峻な
地形に４０ほどの集落が点在する人口約１,３００
人の町です。
　かつては講中宿として栄えた「赤沢宿」や、伝
統工芸品として評価が高い「雨畑硯」の保存・継
承にも取り組んでいます。
お問合せ先　早川町役場(TEL 0556－45－2511)
〒409－2732　山梨県南巨摩郡早川町高住７５８ 

http://www.town.hayakawa.yamanashi.jp/
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